
Ｔｏｐへ　　学校行事へ　その２へ

３・４年生の校外学習は琵琶湖博物館と栗東歴史民俗博物館へ行きました。

行きのバスは湖岸道路を走りました。
湖岸道路から見える琵琶湖
・・・岸沿いにゴミなどがたまっているのを見て、子どもたちは
「うわー」と声をあげていました。
琵琶湖の現状を目の当たりにして、ショックをうける。
これだけでも、来たかいがあったというものです。（まだ目的地についてもいませんが＾＾；）

琵琶湖博物館では、最初に記念写真をとってから、集合場所の説明などをきいて
さっそくのり込みます。
見学する順番や、時間などは既に子どもたちが計画を立てていました。

Ａ展示室のナウマンゾウの化石の下で記念撮影
化石の大腿骨と子どもたちの背丈がだいたい一緒です。大腿骨なだけに・・・

地質調査の服に着替えてご満悦



職員の方に説明を受けたりしながら、化石に興味津々でした。

Ｃ展示室前の大きな地図では、大滝小学校や自分の家を探しました。
自分たちの家の近くの犬上川が、確かにはるか大阪まで続いていることを
実感できたかもしれません。

昔の暮らしを見学して
わからないところは職員さんに聞く。
この積極的な学びの姿勢は、大きな武器ですね。



水族展示では、琵琶湖に生息する様々な生き物が展示されていました。
大滝小祭りで、四年生は琵琶湖の生物を紹介する取組みをします。
ぜひ見に来てください（宣伝）



Topへ　　学校行事へ

大滝小学校の名物の一つである「いわな給食」が
今年も開催されました。

今年は去年より川原が狭く、駐在所前で開会式がありました。
醒井養鱒場からも来ていただいて、放流のお話もしていただきました。

四年生だけ、ちょっとお先に川原に降りました。

待っていたのは一万匹のアマゴでした。

放流体験をするためにいただいたのですが
４年生はわずか２１人・・・１万匹を２１人で分けるので
一つのバケツには約４５０匹前後のアマゴの稚魚がいる計算になります。
はねるわとびだすわで、大変な騒ぎでした。

魚を素手でさわると火傷してしまうといわれているので
子どもたちはなかなかさわれず、拾うこともできず・・・

でもやがて、放流し終えて魚がいなくなったら
みんな手を振りながら、「おおきくなれよー」と叫んでいました。

そうしているうちに、他の学年も降りてきて
さっそく準備が始まります。



炭火をさらに燃やすために、いつもはうちわを使っていましたが
今年は「火吹き竹」を使いました。
先日の３，４年生の校外学習で火吹き体験をしたこともあり
「My火吹き竹」を持参する子どももいました。

一方串刺し係は、いわなの口から尻に向かって竹串を通します。
毎年のこととあって、さすが上学年は手慣れた手つきです。

そして、焼く・・・



焼きたての魚の芳ばしい香りと
ふんわり柔らかい肉の味を
ふりかけた塩がぐっと引き立ててくれます

たてわりの絆を深め
協力しながら
自然の中で、自然の恵みを
自分たちで調理して
おいしくいただくことができる
素晴らしい行事でした。



Topへ　　学校行事へ　　その２へ

大滝小学校秋のイベントの一つ「大滝小祭り」です。

これまでに総合的な学習の時間や生活科で学習してきたことの
発表の場として・・・
地域の方々との交流の場として・・・
クラス一丸となって協力し合える場として・・・
各学級が、工夫をこらしたお店をだしました。

まずはオープニングセレモニー

この行事は児童会が中心となって進めてきました。
児童会長の初めの言葉で、開幕します。

６年生のステージ発表
平和学習で学んだこと、考えたこと、知ったこと、疑問に思ったこと、感じたことなどを
スライドを背景に、呼びかけのように発表しました。

次は標語の表彰です。
この大滝小祭りに先んじて、大滝小標語を募集していました。
大滝小学校のいいところ、大滝小らしさを表現しました。

児童会賞は
第三席　元気よく　外で遊ぼう　友だちと
第二席　すがすがしい　おはようすべて　たからもの
第一席　スリッパは　ひとりひとりが　そろえよう
でした。
ひとりひとりが、当たり前のことを当たり前にできる
そんな大滝小学校を目指したいですね。



校長先生賞は
第三席　あいさつが　いっぱいきこえる　大滝小
第二席　最高の　仲間がいっぱい　大滝小
第一席　毎日の　あいさつはじまり　ねむけさめ
でした。
毎朝校長先生にちゃんと向かい合ってあいさつをすると
一日のはじまりを予感させます

最後にそれぞれの学年のお店紹介
どんなお店があるかみんなアピールしています

３年生にいたっては、昔の暮らしを紹介するので
タイムスリップを題材にした寸劇でアピールしていました。

さぁ、次は各学級のお店です。

その２へ



Ｔｏｐへ　　学校行事へ　　その１へ

各学年の取組は

一年生の「ほんわかランド」

粘土でほんわかランドを作ったり
「どんぐりめいろ」が展示されていました。

とてもいきいきとした粘土作品が印象的でした。

二年生の「二年生☆ゲームセンター」

ダンボールやペットボトルなどを使って
モグラたたきや的あてゲーム、クイズなどをお客さんと楽しみました。

三年生の「カラフル！昔の博物館」



お家の方に昔の道具をもってきていただいて、それを展示したり
米つき体験、クイズ、着物でお出迎えなど、昔のくらしで学習したことを伝えました。

四年生の「水の博物館」
琵琶湖に住む魚の重さや大きさや、生態をわかってもらうための、クイズやゲーム
琵琶湖博物館から借りてきた大きな滋賀県の航空写真で、水の流れを案内したりしました。

五年生の「ＯＴＫ５年放送局」

図書室をテレビ局スタジオに見立てて、お米に関して学習してきたことを
いろいろなテレビ番組のパロディをしながら、紹介していきました。

六年生の「死の地獄墓～死神のささやき～」

は、理科室の暗幕などを利用したお化け屋敷です。
いかに人をおどろかすか、怖がらせるかを考えながらとりくみました。
幼稚園のお客さんなどは、泣いてしまう子もいるほどでした。



今年も大盛況のうちに大滝小祭りは終わりました。
地域の方々と交流したり、学習のまとめをしたりすることができて
これからも、ずっと続けていきたいイベントです。


